
令和４年８月 22 日

（件名）

令和４年度静岡県危機対処（防災）訓練計画

（危機管理部 危機対策課）

１ 目 的

大規模地震、風水害等に対する県・市町災害対策本部機能の向上と、防災関

係機関との連携強化、県民の防災意識の高揚を図るため、計画的に訓練を実施

する。各訓練の成果を持って、各種防災計画の見直し、防災関係機関との連携

の強化を図る。

２ 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた対応

感染症流行下での災害対応に備え、感染症対策に必要な手順・課題等を確

認する。

訓練は、感染症予防対策を徹底し、可能な限り実施する。ただし、参加者

の安全確保を最優先に考え、必要があれば、訓練の延期や中止について検討

するものとする。

３ 危機対処（防災）訓練計画

時 期 名 称 方式 内 容

４月21日（木） 全職員参集訓練 図上
大規模地震を想定し、新年度体制下におけ

る勤務時間外の初動体制の確保を確認

６月５日（日）
土砂災害・全国防災

訓練
実動

土砂災害警戒区域において、住民の実動避

難体制を確認

６月15日（水）風水害対処訓練 図上

台風等風水害を想定し、県、市町災害対策

本部における情報伝達、避難指示の手順等

を確認

６月20日（月）

～23日（木）

自衛隊統合防災演習

（ＪＸＲ）
図上

南海トラフ地震における県と自衛隊との連

携を確認

７月15日（金）
富士山火山防災情報

伝達訓練
実動

富士山での噴火警報等を想定し、県・関係

市町・山小屋等の情報伝達体制を確認

７月 27 日（水）

第６回緊急消防援助

隊全国合同訓練

（図上訓練）

図上
南海トラフ地震における消防庁、県庁、市

町消防本部の対応の検証・能力向上を図る。

８月30日（火）
総合防災訓練

(本部運営訓練)
図上

大規模地震を想定し、県・市町における災

害対策本部の運営、国との連携を確認

９月４日(日)

静岡県･島田市･牧之

原市･吉田町･川根本

町総合防災訓練

実動
大規模地震を想定し、地域防災体制と関係

機関・自主防災会等との連携を確認

11月12日(土)

・13日(日)

第６回緊急消防援助

隊全国合同訓練

（実動訓練）

実動
緊急消防援助隊の技術及び連携活動能力の

向上を図る
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12月４日(日）

「地域防災の日」
地域防災訓練 実動

地域特性に応じ、地震・津波・風水害等に

よる被害を想定し、地域の自主防・消防団・

事業所等の連携体制を確認するとともに、

孤立地域住民によるヘリ誘導手順を確認

令和５年

１月中旬

地震対策オペレーシ

ョン 2023
図上

大規模地震を想定した防災訓練の集大成と

して、県・市町における災害対策本部の運

営体制、国の現地本部受入れ手順を確認

１月下旬

～２月中旬
原子力防災訓練

図上

実動

浜岡原発の事故を想定し、国、県、市町、

関係機関の連携、広域避難に伴う避難退域

時検査の手順を確認

３月上旬～

中旬
津波避難訓練 実動

津波旬間（３月上旬～中旬）の中で、大

規模地震による津波を想定し、住民の避難

方法、避難場所等を確認



危機対策課からは、本年度の防災訓練についてご説明します。

静岡県では、大規模地震や風水害等に対する災害対策本部機能の向上や

防災関係機関との連携強化等を図るため、毎年計画的に訓練を実施しており

ます。また、各訓練の成果をもって、防災計画の見直し等にも取り組んでおり

ます。

しかし、令和２年に新型コロナウイルスの感染が拡大し始めてから、防災訓

練の大半が中止・縮小を余儀なくされております。また、我々が計画・実施する

訓練だけでなく、各自主防災組織における訓練実施率も低下しており、災害対

応力の低下が懸念されています。

こうした中、本年度は、訓練を行う時点における新型コロナウイルスの感染

状況を踏まえつつ、感染防止対策を前提に、計画どおり訓練を実施する予定

です。併せて、感染症流行下での災害に備え、感染症対策に必要な手順・課

題等を確認してまいります。例えば、避難所の訓練においては、総合防災アプ

リ「静岡県防災」を活用し、避難者の情報を事前に入力することで受付での滞

留を防ぐ取組を進めてまいります。

お配りした資料の中ほどから２ページ目にかけて、本年度計画している防災

訓練について、主なものを一覧表にまとめました。

既に訓練を実施済みですが、今年の 6月には、自衛隊との連携強化を目的

に、図上訓練「自衛隊統合防災訓練」を行いました。この訓練では南海トラフ地

震が発災したとの想定で、地震の発生から、リアルタイムで訓練を進行させま

したので、県庁別館に設置した災害対策本部において６月 20日から 23日まで

24 時間休みなく連続で訓練を実施しました。

また、７月 27 日に、消防庁と合同で図上訓練を実施した「第６回緊急消防援

助隊全国合同訓練」については、今後本年 11 月に、富士山静岡空港西側の

県有地において実動訓練を予定しています。

総合防災訓練の実動訓練は、９月４日の日曜日に島田市・牧之原市・吉田

町・川根本町との共催で実施します。訓練テーマは「大井川流域・沿岸地域の

協力・連携 ～減災への更なるステップ～」です。総合防災訓練は昭和54年か

ら実施されていますが、今年も例年同様に大規模地震を想定し、地域防災体

制と関係機関・自主防災会との連携を確認します。また、訓練の準備や実施を

通じて、住民の方々に、大規模地震の被害、自助・共助の重要性の認識を深

めていただくとともに、応援部隊と管内市町の防災部署との「顔の見える関係」

の構築を図ることを目的にしています。

今年度は計画どおり訓練を実施し、災害対応力の更なる強化を図って参り

ますので、御理解・御協力をお願いします。


